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・ 201 3年度の東京支部の方向

・ 201 3年東京支部総会報告

・古典芸能を学ぶ会 隅田川馬石の落語会

2
0
1
3
年
度
の

東
京
支
部
の
方
向

東
京
支
部
長

小
湊

紀
子

2
0
1
3
年
4
月
に
支
部
総
会
が
終
わ

り
ま
し
た
。
例
年
な
ら
ば
堅
い
総
会
議
章

の
後
に
魂
の
栄
養
と
な
る
記
念
講
演
会
を

つ
け
る
の
で
す
が
、
今
春
は
「
懇
話
会
」

と
致
し
ま
し
た
。
内
容
は
お
楽
し
み
会
で

は
な
く
、
先
輩
会
貝
が
体
験
し
た
中
で
得

た
知
識
を
支
部
に
提
言
し
て
い
た
だ
き
、

来
春
以
降
の
支
部
委
貝
会
の
運
営
に
反
映

さ
せ
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま
し
た
。

8
人
く
ら
い
の
先
輩
か
ら
伺
い
ま
し
た

が
、

ち
、

ず
、

内
容
は
同
じ
よ
う
で
し
た
。
す
な
わ

入
会
を
勧
め
ら
れ
て
ノ
ー
と
言
え

入
る
と
す
ぐ
に
委
員
な
ど
に
さ
せ
ら

れ
た
。
初
め
は
活
動
主
旨
も
知
ら
ず
と
に

か
く
働
い
た
が
、
そ
の
内
に
意
裳
を
理
解

し
、
以
来
的
年
、
2
0
午
、
続
け
て
い
る
と

い
う
話
で
し
た
。

東
京
支
部
は
本
部
の
お
膝
元
に
あ
り
、

実
質
的
に
本
部
の
実
行
部
隊
で
し
た
。
本

部
は
国
際
的
規
模
で
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
入
会

す
る
と
門
前
の
小
僧
よ
ろ
し
く
、
い
つ
の

間
に
か
l
A
U
W
色
に
染
ま
っ
て
い
き
、

社
会
貢
献
の
一
隅
を
担
っ
て
い
る
と
自
覚

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
賢
明
な
仲
間

と
知
り
合
う
機
会
を
得
た
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
自
己
研
錆
効
果
を
も
つ
本

部
支
援
の
他
に
、
東
京
支
部
独
自
の
活
動

も
行
い
ま
す
。
「
と
も
し
び
」
発
行
、
講

演
会
や
見
学
会
の
開
催
、
サ
ー
ク
ル
活

動
、
新
春
の
つ
ど
い
に
本
部
が
招
鴨
し
た

国
際
奨
学
生
の
招
待
、
国
内
チ
ャ
レ
ン
ジ

奨
学
金
と
国
際
奨
学
金
の
支
給
で
す
。
詳

細
は
「
と
も
し
び
」

の
紙
上
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
お
よ
び
お
手
元
に
届
け
ま
す
印
刷
物

で
ご
覧
願
い
ま
す
。
支
部
会
貝
同
士
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
も
ご
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。
世
話
を
す
る
乗
車
星
文
部
委
貝
会

の
人
手
不
足
を
補
う
た
め
に
、
本
部
の
事

業
委
員
会
や
近
隣
の
神
奈
川
支
部
な
ど
と

協
働
を
図
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

支
部
委
貝
会
の
姿
勢
は
、
本
協
会
の
活

動
に
加
わ
る
意
義
は
認
め
、
実
行
す
る
際

に
は
個
の
生
き
方
や
私
生
活
と
の
調
和
も

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
無
理

を
し
な
い
て
こ
の
一
年
間
努
め
ま
す
。

事
業
報
告
・
予
定

1
・
2
0

東
京
支
部
総
会

懇
話
会

「
東
京
支
部
委
貝
会
の
方
向

に
つ
い
て
」

東
京
支
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学

金
贈
呈
式

お
茶
の
水
女
子
大
学
4
年
生

5
・
1
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̃
1
9

7
・
2

了
・
2
2

1
 
0
・
2
6

̃
2
7

中
村
未
樹
さ
ん

東
京
支
部
国
際
奨
学
金
送
金

ジ
ユ
ニ
リ
ン
・
ヌ
ガ
イ
さ
ん

カ
ル
メ
ラ
・
タ
ン
ポ
ン
ゴ
ク

さ
ん
(
共
に
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

I
A
U
W

第
2
回
定
時
会
貝
総
会

於
・
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

(
名
古
屋
)

古
典
芸
能
を
学
ぶ
会

於
・
田
町
「
牡
丹
」

と
も
し
び
製
号
発
行

l
A
U
W
主
催
セ
ミ
ナ
ー

於
・
岡
山

2
0
1
4
午

3

と
も
し
び
指
号
発
行

奪
新
た
な
企
画
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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2
0
1
3
年
東
京
支
部
総
会
報
告

東
京
支
部
奨
学
生

募
集
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
束
一
里
文
部
総
会
は
、
4
月
2
0

日
出
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。総

会
に
先
立
ち
、
2
0
1
2
年
度
東
京

支
部
が
新
た
に
設
立
し
た
「
国
内
チ
ャ
レ

ン
ジ
奨
学
金
」

の
第
一
回
奨
学
金
贈
呈
式

が
あ
っ
た
。
奨
学
生
に
決
定
し
た
中
村
未

樹
さ
ん
(
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学

部
言
語
文
化
学
科
)

へ
小
澤
支
部
長
よ
り

奨
学
金
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、
中
村
未
樹
さ

ん
よ
り
、
自
己
紹
介
と
、
若
々
し
い
意
欲

溢
れ
る
将
来
へ
の
抱
負
も
含
め
て
挨
拶
が

あ
っ
た
。

総
会
は
、
銘
名
の
出
席
者
と
1
1
7
名

の
有
効
委
任
状
提
出
が
あ
り
、
計
1
4
9

名
で
成
立
し
た
。

小
澤
紀
子
支
部
長
か
ら
は
挨
拶
の
中

で
、
存
亡
が
危
う
く
な
っ
て
い
る
支
部
委

貝
会
を
今
後
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く

か
に
つ
い
て
、
諸
先
輩
の
叡
智
を
拝
借

し
、
真
剣
に
話
し
合
う
場
を
設
け
た
い
と

考
え
、
例
年
の
記
念
講
演
会
の
代
わ
り
に

懇
話
会
を
設
け
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
I
A
U
W
阿
部
会
長
か
ら
、

「
I
A
U
W
は
支
部
が
集
ま
っ
て
作
っ
て

い
る
組
織
で
あ
り
、
支
部
と
本
部
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
し

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
膝
元
で
あ
る
東

京
支
部
と
は
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
会
貝
は
支
部

に
入
会
し
て
い
る
の
で
、
各
自
が
支
部
の

一
貝
と
し
て
自
覚
す
る
た
め
に
も
、
支
部

か
ら
の
直
接
の
情
報
発
信
が
大
事
で
あ

る
」
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

議
事
に
入
り
2
0
1
2
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
お
よ
び
会
計
監
査
報
告

が
承
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
2
0
1
3
年
度

の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
支
部
長
よ
り
、
2
0
1
4
年
度
以

降
の
東
京
支
部
安
貞
会
の
体
制
に
つ
い

て
、
委
貝
の
引
き
受
け
手
が
な
い
現
状

と
、
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

体
制
が
考
え
ら
れ
る
か
、
縮
小
せ
ざ
る
を

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
き
総
会
後
の

懇
話
会
で
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
を
も
っ
て
す
べ
て
の
議
案
は
審

議
・
承
認
さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

閉
会
後
の
懇
話
会
で
は
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
東
京
支
部
委
貝
会
に
関
し
て
、

諸
先
輩
か
ら
ご
心
配
を
い
た
だ
き
、
支
部

委
貝
会
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
一

方
現
支
部
委
貝
か
ら
は
、
l
A
U
W
の
目

指
す
も
の
が
分
か
り
に
く
く
、
ま
た
周
り

の
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
、
次
の
人
を
誘

う
こ
と
が
難
し
い
、
と
い
う
現
実
的
な
発

言
も
あ
り
、
有
意
義
な
懇
話
会
と
な
っ
た
。

(
大
川
薫
代
)

2
0
1
3
年
度
の
東
京
支
部
国
際
奨
学

生
お
よ
び
国
内
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
の
募

集
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

○
国
際
奨
学
金

国
際
奨
学
金
の
目
的
は
日
本
以
外
の
高

等
教
育
機
関
(
開
発
途
上
国
)

に
在
学
す

る
女
性
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
し
、
母

国
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向
上
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。現

在
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ピ
ラ
ー
ン
民
族

の
カ
ル
メ
ラ
・
タ
ン
ポ
ン
ゴ
ク
さ
ん

(
大

学
4
年
生
)
と
ジ
ユ
ニ
リ
ン
・
ヌ
ガ
イ
さ

ん
(
大
学
2
年
生
)
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

途
上
国
の
女
性
が
教
育
を
受
け
る
機
会

を
得
で
も
、
詰
始
の
た
め
や
む
な
く
退
学

さ
せ
ら
れ
、
勉
学
の
成
果
を
社
会
に
還
元

す
る
機
会
を
失
う
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
カ
ル
メ
ラ
さ
ん
は
来
年
め
で
た
く
卒

業
の
予
定
で
教
師
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

今
年
度
も
新
た
に
1
名
の
奨
学
生
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
開
発
途
上
国
を
対
象
と

し
て
い
る
関
係
で
、
東
京
支
部
会
貝
や
そ

の
お
知
り
合
い
の
信
頼
で
き
る
方
に
ご
推

薦
や
紹
介
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
英

文
の
奨
学
金
規
程
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

入
用
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
応
募
条
件

応
募
者
は
日
本
以
外
の
国
籍
を
も
つ
女

性
で
、
か
つ
、
そ
の
国
の
高
等
教
育
機

関
に
在
学
し
て
い
る
者
と
す
る
。

★
奨
学
金

一
人
当
た
り
年
額
4
万
円
を
上
限
と
す

る
。

★
支
蛤
期
間

卒
業
す
る
ま
で
の
正
規
在
学
期
間
と
す

る
。

○
国
内
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金

チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
制
度
は
昨
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
国
内
奨
学
金
制
度
で
す
。

就
労
経
験
の
あ
る
女
性
が
新
し
い
可
能
性

を
求
め
て
再
び
大
学
で
勉
学
す
る
の
を
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
卒
業
後
は
、

そ
の
成
果
を
も
っ
て
広
く
社
会
に
貢
献
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

★
応
募
資
格

文
部
科
学
省
の
認
可
す
る
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
に
本
部
を

置
く
大
学
の
3
年
次
に
在
籍
す
る
日
本

人
女
子
学
生
と
す
る
。

★
支
給
額
お
よ
び
募
集
人
数

奨
学
金
2
0
万
円
を
1
名
に
支
給
す
る
。

い
ず
れ
の
奨
学
金
も
2
0
1
3
年
度
の

応
募
締
切
は
1
0
月
針
目
で
す
。

募
集
要
項
は
H
P
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。ご

不
明
な
点
は
東
京
支
部
国
際
奨
学

金
・
国
内
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
堀
内
洋
子
)



(3)築54号
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2013年度(東京)支部予算案(正味財産増減計算書ベース) (柳13年4月1日-柳14年3月31目)  (戦・円

科 目 

要 ○○賞与富【全書書 その1慣篭書r 

支髄論 
葛)"!1 葛i葵!2 看l葛【3 葛l〃【4 鵜l〃【う 看l看【6 

賀意・刷場、セミナー 実王手合う目1寸● 田嶋実字合・ i戸UW及び田内貫 
小冊 会魅発行筆 会置活動 小物 

によIl寄食物置 l飛寝重の重義 大観書虚重義 佳日健との協〃 
工 ○○格i 正闘己観電「章看葵【の報【 

1. た 減「`i葵!の報【 
(1)相! 富細事をま 

五言研 活動書 望)臆(m 2〔).(東岸) 70∬調0 2[iO臆(東岸) 180書くm 麗質)臆0調0 4譲二I音調) 

シンポ ゾウム・細評寡貧・○○願事○○璽耶【霜 

予二田! 縄全案こ二重;¶【霜 

その 憎の十〇績卜書け和看I l任)書くm i・II▲I・I 160、(真東) 

.手痛と 獲」要 

種 助 曾葛重軍事 
撃取 藷です盆 150書く東iO 1与()書く職責〕 150、000 

曾服 着il恩 900 900 1(東1 1(東】 1(職責] 

その 備棚1霜 
軍, 轟 金言↑ からの接含人命即し入(蜜請合) 22鼻音(m 22与書く東職] 乞2与書く職調 

田重富 賀霊 重賞i ii▼ii i'▼l▼l i▼i▼i 2(職事.関口 71さ.11賀l 913.1葛寛事 帥i▼ii 

(2】 相と 軍書I麟i 

葵二義! 書 

全音 田【 富 145.(職責) 145臆(m 14与宣職責) 

駁待 冒I 1獲)臆(m 12〔)ふくm 1:嬉)臆(東岸] 

廉書 交〇回富 与0.(m 50臆(m 報:)書く東岸) 

I鴫タロ1 主事〃書書 I▲-▲I -▲I・- ’I」.I 2与臆000 望)臆000 75書く減り 79(調O 

潤漉き i-i葛 10.(職責) 10(m 2〔)∬意1 (接)ふ(職責1 gO臆(東Ⅲ 110臆(m 

目丁 書I軍.書 100臆(m 1(東)臆000 1(責)書く真東) 

鮪 く露 与0.(m 田ニ)臆[調 与【)∬東) 

ロ勘合 
二重 魔盆 

轟lすlき 

憂軍令 左岸)音調東) 80ふ(m Z圏〔)書く職責) ノ:ソI.I▲l 

題奮 e青1類" 
械盆 書 
i】〇〇〇 ・冒し 軍書漢人書 

回章 書 鼻∴0nO -▲-・- 
10書くm 一・-・- 

5」職責) 10ふ(調 標)臆1職責〕 

“・i 
当 50ふ(m 2n重職東1 70書くm 2n(m 110臆(m 1意0(m ノー▲--▲-▲- 

鞭要し 書 5.(東職) 与宣調0 10.(職責〕 0 10書く接着1 10音調東〕 概)書く職責〕 

級寛「萱! 置書 Z7Z.0関 i▼-▼i 間iiTi 150.〔賀〕0 削ii▼i I田口.O葛職I 1.174.聞u 

当暮剛日! 重" j賀! ーZ21.100 -1ロ2.0億口 -さ2番.100 さ[I.ⅢIロ 騰.1t東〕 1ささ.1置職I -1おさ.口口0 

2. j日i 外 重i の回! 

当 劇 一I軸二 正 断繭筆書】延!細 -鴛23臆1(責) 13与ふl調 -1綿音調東) 

-i柑白 と嘱こはi● 患書骨相I月田 重臆第倍7臆598 竃29臆124 4臆196臆722 

一級 臆隣町 口重東事後j騒 貫う44臆498 464臆224 4臆(調書722 

Ⅲ 正 陳の巌冒i 末事案掃; 

2012年度東京支部正味財産増減計筆書(柳12年4月1日-2013午3月31日) 母性.円)

科 目 

璽 葛i〃!軍票賞↑ その1議案書「 

支寄請 ○○〇日 葛l看【2 葛l宴【3 〇〇〇事4 看【重5 葛【寒!6 

事案・動罵、セミナー 実学雷電付・ 田相異字書・ IFUW.枚びな〇円貫 
小論 舎録発行籍 会具活動 小冊 

じよI)さま物置 楕露重機重量 大概書虚重義 性魔性との健〃 
量 ○○格i正田[動因鷹S葵[のi田 

1. 相星軍書看葵各の囲i 

(1】相と寒)1登を暮 

珊譜面I9 I▲II▲I▲I 鴛0書く鴬10 13〔)臆(m 22B、(m 19さ』鵬0 426書くm 曇ら6臆(東岸) 

シンポジウム・回教漕「盆・確l用賀ト要Ⅲ霜 

二王龍田王台○○要皿【需 

その 軸まのれ-細工寒さ蘭書 146{職責) 146書く東】0 146脚 

.善 
・王 
看ト要 

さl肋 く己冒重霜 

i署Ⅲ う寓†青く雷 105書く魅 1()5ふく脆5 105.(責i5 

軍曹 皿!着用岨 7さ8 7隅 78さ 

その軸鄭重霜 195.641 1gBふ641 195、帥1 

本し 珊会計かヽ亀の義…人命葵重大(うど付合) 289_Ol賃) 2田9臆(責葵] 2呂9、(m 

j日1富1聾を暮葵書iA) 1(確】.7甘8 お口.剛IO 130_7日日 22櫨.1責Iロ 閲.7()6 1。161.7I)日 1.褒書2.491 

漢 看 おら賀「看I幽 

葵i軍書 

葵を酬こく罵富 

曇重箸と富 ノー▲--▲-▲I くす)臆(m ノ._--▲-▲- 
獲東)(東】0 

会田○○ト 146脚 146書くりす) 146臆081) 

圏工事音葛 105書く蔓i呂 105ふ668 105、66さ 

廉 "事延1椅富 56、0覆) 56.OZⅢ 5くらふO2[) 

績I佃「i事績着冒I l▲I▲l ー▲-▲- 
24相調0 5ユ810 7且6重0 罵【)臆610 

ミロ青i粍.0 雷0臆1()与 1皿tⅢ0 4()_1()与 覆=m 93_6与9 113書簡9 153臆764 

日漢 痛言本:冒し 137臆王らO 7臆与25 14ら07与 145ふO7与 

書掃 含 鴛0書くm 致)臆(m :望)ふ(真東) 

tl番お曾 

二重 旺含 
王 i晴1寸⇔ 

批貧富 
l蜘 寒;・9弓〇・漢人書 

■i 富 さ15 2!接) 605 315 47臆1与5 47臆470 48ふO75 

音 ◆ 龍 請へのおき人命玉出 
鷲;与 70(職責〕 3ロ」東職] 1(責)細り0 1(東〕喜田重) 1(東Iふ(東】0 オ責)喜田東) 

光購 冒し -▲-▲- I▲I▲I 
10臆(m I▲I▲I I▲I・- 

10書く職責) 2【)ふ(m 

級賃「 萱I くさ) 3O7.420 10さ,Z!責I 412.710 1櫨7.665 聞.917 おさ2.ささ2 1.2き5之92 

当面i 相! :賀!ti=A一日i -2重i6.6さZ -7雪.29【) 葛2櫨1.922 40.圏5 Z聞.7さ9 番29.124 472U2 

2_ {患! 細り教のH 

当冒i ・-i相と正隔こ財閥l寡しなi(C)=(A-B) 一級脆鳥意2 -7さ臆2!接) -28し922 40。盟5 288臆789 329臆124 472口2 

i軸!壬と味闘’巌劇’爾事後?田(D) 4臆149臆520 0 4」49丘2〔) 

艦正味財繭期末う長瀞(D+C) 3越67_59さ 329-124 4臆1!蔦722 

Ⅱ 正田馴細岡軍事職責:接種; ー 

細萱目録 2o13軍3月31目標在 

】接 合 I 合 漢書 1 義行名 1 登 回 

I 15.績脆1三寒東景U戸J録行田杏雷管 1 521.416 

i三寒東景UFJ細事〒四谷支唇 1 3脚.0(X) 

会請

竹井香州子
今村 庸子

厳正に監査致しました結果、正確に記載さ

れており間違いないことを証明致します。

柳13年3月26日 会計藍重 森川 淳子

会計監査 坂上栄美子



第54号(4)びしもγ
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2013午7月22日

東
京
支
部
主
催

古
典
芸
能
を
学
ぶ
会

(
隅
田
川
馬
石
の
落
語
会
)

…

三
浦
由
紀
子

梅
雨
の
晴
れ
間
の
一
日
、
「
落
語
」
と

「
料
亭
の
味
」

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
芝
浦
の

老
舗
料
亭
「
牡
丹
」
は
現
代
建
築
の
ビ
ル

に
あ
り
な
が
ら
、
大
正
ロ
マ
ン
の
風
情
を

今
に
伝
え
る
造
り
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
椅

子
席
で
、
松
花
堂
弁
当
(
文
月
の
味
く
ら

べ
)
を
堪
能
。
会
貝
同
志
、
久
々
の
出
会

い
を
喜
び
、
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

出
暁
子
(
岸
の
柳
)

の
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
四
代
目
隅
田
川
馬
石
師
匠
の
登
場
で

す
。「

落
語
の
い
ろ
は
」

の
レ
ク
チ
ャ
ー

は
、
J
A
U
W
な
ら
で
は
の
配
慮
と
受
け

止
め
ま
し
た
。
盛
り
沢
山
の
内
容
か
ら
少

し
ば
か
り
、
メ
モ

し
て
み
ま
す
。

独
特
の
寄
席
文

字
は
字
形
を
保
ち

な
が
ら
、
空
席
を

意
味
す
る
白
の
部

分
を
極
力
少
な
く

し
た
も
の
。
「
大
喜

利
」

の
「
き
り
」

は
こ
れ
っ
き
り
の

「
き
り
」

で
最
後

の
演
目
(
ト
リ
)

の
後
に
、
下
足
待
ち
の

お
客
を
退
屈
さ
せ
な
い
よ
う
謎
か
け
な
ど

を
し
た
の
が
始
ま
り
。
上
方
の
落
語
は
大

道
芸
に
由
来
し
、
周
囲
の
注
目
を
集
め
る

た
め
の
演
出
が
派
手
に
な
っ
て
い
っ
た
。

江
戸
は
お
座
敷
で
旦
那
衆
に
話
し
を
聞
い

て
も
ら
う
の
が
始
ま
り
。
木
戸
銭
を
い
た

だ
く
形
が
で
き
た
の
は
、
江
戸
下
谷
神
社

に
於
い
て
で
、
寄
席
発
祥
(
1
了
9
8
年
)
の

地
の
碑
が
建
て
て
あ
る
。

演
目
の

「
抜
け
雀
」

で
は
主
な
登
場
人

物
四
名
と
そ
の
他
大
勢
を
す
ば
や
い
身
の

こ
な
し
で
演
じ
分
け
る
技
芸
の
凌
ぎ
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
小
道
具
は
扇
子
と
手
拭

い
の
み
、
座
布
団
一
枚
の
上
は
無
限
の
広

が
り
を
持
っ
た
舞
台
に
な
る
。
そ
れ
ほ
ど

に
お
客
は
想
像
力
を
働
か
せ
噺
家
と
向
き

合
う
。
昨
年
度
の
文
化
庁
芸
術
祭
賞
大
衆

芸
能
部
門
で
新
人
賞
受
賞
の
実
力
は
さ
ら

に
輝
き
を
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

サ
ー
ク
ル
案
内

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
三
・
第
四
火
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
食
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
人
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅲ
)

・
第
二
・
第
三
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
種
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

★
水
墨
画
教
室

・
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
l
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
日
高
絹
子
(
絹
紅
)
会
貝

・
連
絡
先
・
森
川
淳
子

(
種
〇
四
五
-
五
八
三
⊥
二
四
三
〇
)

★
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
女
性
協
会
東
京
支
部

2
0
1
3
年
度役

員
・
委
員

支
部
長

副
支
部
長

書
記

会
計

監
査

小
澤
紀
子

大
川
薫
代

堀
内
洋
子

鈴
川
佳
子

早
瀬
陽
子

竹
井
香
州
子

今
村
麻
子

坂
上
栄
美
子

森
川
淳
子

委
貝
(
五
十
音
順
)

芦
澤
紗
知
子

岩
田
良
子

酒
莱
美
智
子

玉
津
淑
子

野
口
紀
美
子

村
木
晴
子

猪
狩
和
子
様

二
万
円

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
工
)

・
第
一
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

・
連
絡
先
・
堀
内
洋
子

(
食
〇
四
五
-
九
八
三
-
四
六
八
〇
)

「
訂
正
と
お
詫
び
」

先
号
で
2
0
1
2
年
東
京
支
部
新
入
会
貝

阿
部
啓
子
様
を
岡
部
啓
子
棟
と
誤
記

い
た
し
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

圏
住
所
等
ご
変
更
の
場
合
は
、
事
務
所
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

圏
使
用
済
み
の
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

圏
会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の
「
振
込
み

の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
ど
う
ぞ
お

早
め
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
編
集
後
記
)

今
回
は
初
め
て
古
典
芸
能
を
学
ぶ
会
と

し
て
落
語
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
猛
暑
の

折
、
御
自
愛
を
。

(
T
・
I
・
A
・
S
)

と
も
し
び
五
四
号

発
行
日

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
二
日

発
行
一
般
社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
胤
酬
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
二
〇
一

舶
〇
三
三
一
三
五
八
二
一
八
八
二

印
刷
ク
ナ
カ
印
刷
㈱

弛
〇
三
三
三
五
八
・
二
八
八
九


